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長崎県が唯一の産地ではなくなった植物
中 西 弘 樹
HirokiNAKANISHI:Notesontwoplantswhichhavebeenregardedasendemicspecies
県内の生物相を研究するには,県内で発行さ
れる関連分野のすべての文献はもちろんのこと,
県外の文献にも注意を払わなければならない｡
ここに記する2種類の植物は,長崎県固有種
あるいは外国にあっても日本では長崎県にしか
産しないと考えられていたものであるが,近年
他県から産地が発見され報告されたものである｡
これらの新分布は長崎県のフロラを論じる際に
も重要であると思われるので,ここに紹介して
おきたい｡
ヒトッポクロモ ドキ
ヒトッポタロモ ドキは長崎に駐在していたイ
ギリス領事のグレー トレックスによって多良岳
から発見され,原寛博士によって記載されたラ
ン科植物の新種で,多良岳の他には発見されず
長崎県の固有種 と考えられていた｡しかし,中
村 ･中村 (1982)によって神奈川県箱根須雲川
上流で発見され,その後中川 (1988)によって
も同じ須雲川上流の別の山から発見された｡
ヒトッポクロモ ドキはヒトッポクロ (TiPuh2-
riajaPonicaMatsumura)に似ているが,花の
距がないことで区別される｡ラン科の分類の中
で,距があるかないかは重要な形質で,原博士
はヒトッポクロとは別属に扱い,ヒトッポクロ
モ ドキにDidicieajaponicaHaraの学名を与え
た｡しかし,距の有無以外は全 く同じ形質であ
ることから,前川 (1971)はヒトッポクロモド
キは,ヒトッポクロの先祖返 り的な形ではない
かと考え,ヒトッポクロの変種 として,T.japo-
nicavar.haylaeF.Maekawaとした｡その後,
ほとんどの文献はヒトッポクロモドキの学名 と
してこの変種名を採用している｡前記の中村 ･
中村 (1982)は同じ場所でヒトッポクロモドキ
とヒ トッポクロを発見 していることも前川
(1971)の説を支持する事実である｡
アッパタツナミソウ
アッパタツナミソウ (Scuielh2rhZLsusimensis
Hara)は原寛博士によって対馬で発見された新
種で,その後朝鮮半島にも自生していることが
わかった｡対馬では道路の縁などに珍しくはな
いが,日本では対馬以外では知られていなかっ
た｡しかし大井 (1978)はそれ以外の産地とし
て,本州西部をあげているし,土井 (1983)は
広島県から報告している｡
北川 (1981)によれば,上記の新種記載に先
だって1934年に別の植物に対してS. pkZnipes
Nakai&Kitagawaの学名をつけ,アッパタツ
ナミの和名で新種を記載している｡したがって,
上記のアッパタツナミソウの和名をオオバタツ
ナミソウに改名するように提案している｡しか
し,S.phzniL,esは中国産の植物で日本に産せ
ず,筆者は改名する必要はないと思う｡
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